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第1章 調査・評価の考え方 
1.1 調査のよりどころ 

本説明書は，文献調査の項目のうちの第四紀の未固結堆積物に関する説明書である。第四紀の未

固結堆積物に関する調査のよりどころは以下のとおり。 

特定放射性廃棄物の最終処分に関する法律（以下，最終処分法という。）および同法施行規則に基

づき，文献調査開始に当たって原子力発電環境整備機構が 2020年に公表した「北海道寿都郡寿都町 

文献調査計画書」（以下，文献調査計画書という。）に従って調査を進めた。その間，原子力規制委

員会（2022）の「特定放射性廃棄物の最終処分における概要調査地区等の選定時に安全確保上少な

くとも考慮されるべき事項」（以下，「考慮事項」という。）が公表され，科学的特性マップ策定時の

考え方1および「考慮事項」などを参照して最終処分法の要件を具体化した経済産業省資源エネルギ

ー庁（2023）の「文献調査段階の評価の考え方」（以下，「文献調査段階の評価の考え方」という。）

が策定されており，これらに基づいて調査・評価を行った。それぞれの概要は以下のとおりである。 

なお，最終処分法および同法施行規則については文献調査報告書の 4.1.1（1）に示したとおりで

ある。また，「考慮事項」では第四紀2の未固結堆積物については言及されていない。 

 

1.1.1 文献調査計画書 

未固結堆積物について評価する要件があり，評価に用いる情報の例として，「未固結堆積物の分布，

性状」が示されている。また，評価に用いる主要な文献・データとして，以下が示されている。 

・ 日本列島における地下水賦存量の試算に用いた堆積物の地層境界面と層厚の三次元モデル

（第一版）（越谷・丸井，2012） 

・ 5 万分の 1地質図幅および説明書「寿都」（鈴木ほか，1981） 

・ 5 万分の 1地質図幅および説明書「歌棄」（山岸，1984） 

・ 5 万分の 1地質図幅および説明書「島古丹」（山岸ほか，1976） 

・ 20 万分の 1地質図幅「岩内（第 2版）」（石田ほか，1991） 

 

1.1.2 「文献調査段階の評価の考え方」 

第四紀の未固結堆積物の基準および基準への該当性の確認の仕方が以下のとおり示されている。 

 

第四紀の未固結堆積物の基準 

最終処分法施行規則第六条第二項第一号に対応して、最終処分を行おうとする地層が以下に該

当することが明らかまたは可能性が高い場所 Aを避ける。 

（ア） 第四紀の地層であり、 

かつ、 

（イ） 未固結ないし固結度の低い砂質土や礫質土ならびに火山灰，火山礫，軽石等からなる火

 
1 総合資源エネルギー調査会 電力・ガス事業分科会 原子力小委員会 地層処分技術WG（以下，地層処分技術WGという。）

（2017）。 
2 2009 年に国際地質科学連合（IUGS, International Union of Geological Sciences）は，それまで約180万年前としていた新第三

紀と第四紀の境界を約258万年前に変更し，翌年わが国でもこれを受け入れている。本説明書では，第四紀は（断りのな

い限り）約 258万年前から現在までの期間としている。 



北海道寿都郡寿都町 文献調査報告書 
説明書「第四紀の未固結堆積物」 

2 

山噴出物等。 

 
A （ア）かつ（イ）が最終処分を行おうとする地層と重なる部分。 

 

第四紀の未固結堆積物の基準への該当性の確認の仕方 

〇 最終処分を行おうとする地層が第四紀の地層であること 

表 2（補記：本説明書の表 1.3-1 の内容と同様）に示す形成年代や分布の情報から、確認対

象の地層の年代と深度を確認する。 

 

〇 最終処分を行おうとする地層が、未固結ないし固結度の低い砂質土や礫質土ならびに火山灰、

火山礫、軽石等からなる火山噴出物等であること 

表 2（補記：本説明書の表 1.3-1 の内容と同様）に示す地層の性状や物性の情報から、確認

対象の地層が基準（イ）に該当するかを確認する。ボーリング柱状図等は、直接的な情報であ

り、物性の観点からも観察されている可能性があるため、得られればその情報を重視する。特

に、岩相の記載が基準（イ）に該当するかを確認する。 

 

〇 定量的な評価について 

最終処分を行おうとする 300 m 以深の岩盤強度に関する文献・データは少ないことから、そ

のような定量的な評価は概要調査において、現地調査で岩石の性状を調べることにより、「坑道

の掘削に支障のない」ことを確認するとされていると考えられる。概要調査段階で行う定量的

評価はトンネルの地山評価方法、その中の基本的指標としては地山強度比が考えられる。一方、

文献調査では、定性的な情報であっても明らかに未固結であると考えられる堆積物を避けるこ

とが目的と考えられる。仮に、最終処分を行おうとする 300 m 以深の岩盤強度に関する文献・

データの情報があった場合は、明らかに「未固結」かどうかを判断するものとする。その場合、

概要調査段階で行う定量的評価を想定して、最も等級が低い地山分類の地山強度比よりも明ら

かに小さいこと等を目安とすることが考えられる。 

 

1.2 評価の考え方 

文献調査対象地区の第四紀の未固結堆積物に関連する事項として，「文献調査段階の評価の考え

方」で示された基準（ア），（イ）および基準への該当性の確認の仕方に従い，最終処分を行おうと

する地層3における第四紀の未固結堆積物の分布の有無を評価する。 

 

1.3 調査の進め方 

表 1.3-1 に記載の項目について記載のある文献・データを収集し，情報を抽出・整理する。 

収集に当たっては，「文献調査段階の評価の考え方」で示された文献・データの収集の考え方に従

い，文献調査計画書に示した主要な文献・データに加え，公的研究機関が公表している文献・デー

タを収集し，また，学術雑誌に公表されている論文を収集するため，文献データベースで検索を行

い収集する。第四紀の未固結堆積物に関する本調査での調査・評価の手順を図 1.3-1 に示す。 

 
3 本調査では地下300 m以深の場所とする。 
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表 1.3-1 確認に用いる文献・データおよび情報 

（出典：「文献調査段階の評価の考え方」） 

確認に用いる文献・データ 確認に用いる情報 

地質図・地質データ 地層の性状，形成年代，分布 

ボーリングデータ（柱状図等） 地層の性状，物性 

物理探査データ 推定される地層の性状，形成年代 

 

 

 
図 1.3-1 調査・評価の手順  

第 3章 第四紀（基準（ア））の未固結堆積物（基準（イ））に該当する地層の抽出 

（確認に用いる文献・デ－タおよび情報） 

・ 地質図・地質データ 

・ 技術的観点からの検討のうち地形，地質・地質構造に関する説明書 

（以下，説明書「地形，地質・地質構造」という。） 

第 4章 最終処分を行おうとする地層における分布の確認 

（確認に用いる文献・データおよび情報） 

・ 地質図・地質データ 

・ ボーリングデータ 

・ 物理探査データ 

第 5章 基準に照らした評価 

「基準（ア）かつ（イ）に該当することが明らかまたは可能性が高い場所を避ける」 

第 2章 文献・データの収集・情報の抽出 
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2.2 収集・抽出の観点 

2.1 に示した収集対象範囲において分布する第四紀の地層の性状，物性，年代，層序，分布などに

関する文献・データを収集し，情報を抽出した。 

 

2.3 抽出結果 

2.1 および 2.2 に基づいて収集し，情報を抽出した文献・データを「添付資料A 情報を抽出した

文献・データのリスト」にまとめた。 

また，本説明書において引用している文献・データは，「引用文献」として示した。この「引用文

献」には，一般的な教科書類，原子力規制委員会，地層処分技術WGなどの文献・データも含まれ

る。なお，「情報を抽出した文献・データのリスト」において 1件としている文献・データを，引用

箇所を明確にするためにいくつかに分けて扱っている場合もある（例えば，原子力規制委員会審査

会合資料）。一方，収集・抽出の観点には該当するが評価に必要と考えられる情報が確認されなかっ

た場合または情報が重複する（例えば，旧版・最新版，引用・被引用文献など）場合など，情報を

抽出したリストに示した文献・データでも引用していないものがある。  
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第3章 第四紀の未固結堆積物に該当する地層の抽出 
文献調査対象地区の地質・地質構造，地質分布に関する主要な文献・データには，山岸ほか（1976），

鈴木ほか（1981），山岸（1984），池谷・林（1982），岡村（1984），広田ほか（1985），石田ほか（1991），

海上保安庁水路部（1995），北海道電力（2015），岡村・佐藤（2023）などがある。 

これらの文献・データにより，文献調査対象地区に分布する第四紀の地層の地質概要（岩相など）

を把握し，第四紀の未固結堆積物に該当する地層を抽出する。 

なお，地下 300 m以深の岩盤強度に関する文献・データは，4.2 のボーリングデータに示すように

文献調査対象地区では確認されないことから，定量的な評価により明らかに未固結であると考えら

れる地層は抽出されない。 

 

3.1 陸域 

文献調査対象地区および周辺陸域地質図を図 3.1-1 に，文献調査対象地区における第四紀の地質

層序表を表 3.1-1 に示す。これらは，説明書「地形，地質・地質構造」に示す地質図および地質層

序表に基づき，第四紀かつ文献調査対象地区に分布する地層を対象に整理したものである（地質図

および地質層序表の詳細は説明書「地形，地質・地質構造」を参照）。 

文献調査対象地区において，第四紀の地層は，黒松内層が黒松内低地帯およびその周辺に，瀬棚

層が寿都半島基部および尻別川沿いに，磯谷溶岩が尻別川下流域の西方の山稜部に，段丘堆積物お

よび崖錐・地すべり堆積物が海岸線沿い，山腹斜面および山麓に，沖積堆積物が河川沿いと寿都湾

に面する海浜に分布している。 

文献調査対象地区に分布する第四紀の地層について，文献・データから抽出した性状，年代など

に関する情報を以下に示す。 

 

3.1.1 黒松内層 

黒松内層は，黒松内低地帯およびその周辺に分布しており，北海道電力（2015）によれば，主に

安山岩質火砕岩，泥岩および砂岩からなるとされている。 

本層の堆積・噴出年代について，説明書「地形，地質・地質構造」では後期中新世～前期更新世

としている。 

 

3.1.2 瀬棚層 

瀬棚層は，寿都半島基部および尻別川沿いに分布している。このうち，寿都半島基部に分布する

ものを鈴木ほか（1981）および岡村（1984）では歌島層としており，月越山脈の東側山麓および尻

別川沿いに分布するものを山岸ほか（1976）および山岸（1984）では尻別川層としている。また，

北海道電力（2015）では黒松内低地帯周辺に広く分布しているものを瀬棚層としており，尻別川沿

いに分布しているものを尻別川層としている。本説明書および説明書「地形，地質・地質構造」で

は，これらの地層を瀬棚層に一括している。 

寿都半島基部では，鈴木ほか（1981）によれば，主に礫岩からなっており，レンズ状に砂岩をは

さむとされているほか，岡村（1984）によれば，未固結の砂層・礫層の互層からなるとされている。

また，尻別川沿いでは，山岸ほか（1976）によれば葉理の発達した中～粗粒砂岩を主とするとされ

ているほか，池谷・林（1982）によれば山岸ほか（1976）の尻別川層に相当する瀬棚層貝殻淵砂礫

部層は主として未固結の砂～礫からなるとされている。 
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本層の堆積年代について，説明書「地形，地質・地質構造」では鮮新世～前期更新世としている。 

 

3.1.3 磯谷溶岩 

磯谷溶岩は，尻別川下流域西方の山稜部で南北に細長く分布しており，山岸ほか（1976），山岸

（1984）によれば暗灰黒色塊状で多孔質のしそ輝石普通輝石安山岩からなるとされている。 

本岩体の噴出年代について，説明書「地形，地質・地質構造」では鮮新世～前期更新世としてい

る。 

 

3.1.4 段丘堆積物および崖錐・地すべり堆積物 

段丘堆積物および崖錐・地すべり堆積物は，海岸線沿いに分布するとされる山岸ほか（1976），鈴

木ほか（1981），山岸（1984）らによる段丘堆積物に加えて，山腹斜面および山麓に分布するとされ

る山岸（1984）の旧期扇状地堆積物，池谷・林（1982）による扇状地堆積物，広田ほか（1985）に

よる古期崖錐堆積物および北海道電力（2015）による崖錐堆積物の一部に相当する。 

本堆積物は，鈴木ほか（1981），山岸（1984）によれば礫，砂および粘土からなるとされている。 

本堆積物の堆積年代について，説明書「地形，地質・地質構造」では中期更新世～完新世として

いる。 

 

3.1.5 沖積堆積物 

沖積堆積物は，山岸（1984）による現河床・海浜堆積物，広田ほか（1985）による現河床堆積物，

北海道電力（2015）による沖積層に相当する。山岸（1984）によれば各河川沿いに分布する礫およ

び砂と，寿都湾に面する海浜に分布する砂丘を構成する砂層などからなるとされている。 

本堆積物の堆積年代について，説明書「地形，地質・地質構造」では完新世としている。 
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図 3.1-1 文献調査対象地区および周辺陸域地質図 

説明書「地形，地質・地質構造」に示す寿都町および周辺地域陸域地質図に基づき，第四紀かつ文献調査対象

地区に分布する地層について凡例などを一部抜粋し編集。地質図は山岸ほか（1976），山岸（1984），久保ほか

（1983），久保ほか（1988）Ⓒ日本地質学会，鈴木ほか（1981），黒沢ほか（1993）を参照し，編集して作成。寿都

町行政界は「国土数値情報（行政区域データ）」（国土交通省）に基づく。 
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表 3.1-1 文献調査対象地区における第四紀の地質層序表 

説明書「地形，地質・地質構造」に示す寿都町および周辺地域陸域層序表のうち，第四紀かつ文献調査対象

地区に分布する地層を一部抜粋して編集。地質年代の数値は日本地質学会執行理事会（2023）に基づく。 
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3.2 海域 

文献調査対象地区および周辺海域海底地質図を図 3.2-1 に，文献調査対象地区および周辺海域に

おける第四紀の地質層序対比表を表 3.2-1 に示す。 

説明書「地形，地質・地質構造」では，北海道電力（2015，2016a）に基づき海底地質図および地

質層序を整理している（詳細は説明書「地形，地質・地質構造」を参照）。また，海域の地層につい

て地層区分を行っている文献・データには，海上保安庁水路部（1995），嵯峨山ほか（2000），北海

道電力（2015，2016a），岡村・佐藤（2023）がある。嵯峨山ほか（2000）については，浅海域を対

象に水深 50 m 程度までの地質断面図が示されているが，海底下 300 m 以深の情報は確認されなか

った。本説明書では海上保安庁水路部（1995），岡村・佐藤（2023）についても第四紀の未固結堆積

物に該当する地層の分布確認のため用いる。 

なお，北海道電力（2016a）では，海上保安庁水路部（1995）と北海道電力（2015）の海上音波探

査測線の交点において，両者の地質断面図の対比を実施し，同年代の堆積物が概ね同程度の深度に

認められることを確認している。 

 

3.2.1 海上保安庁水路部（1995）での地層区分 

海上保安庁水路部（1995）では，海域の地質を上位から堆積岩類をⅠS～ⅥS層の 6 層に，火成岩

類をⅦS層，ⅧS層の 2 層に区分されており，以下のように記載されている。ただし，ⅦS層は文献調

査対象地区には分布しないとされているため省略する。 

・ ⅠS層：最終氷期最大海退期以降の堆積物と考えられる。 

・ ⅡS層：上部更新統の低位段丘堆積物に相当すると考えられる。 

・ ⅢS層：上部更新統の高位段丘堆積物に相当すると考えられる。 

・ ⅣS層：中部更新統4に相当すると考えられる。 

・ ⅤS層：下部更新統の瀬棚層に対比される。 

・ ⅥS層：鮮新統から中新統の堆積岩に対比される。 

・ ⅧS層：鮮新統から中新統の火山岩に対比される。 

ⅥS層およびⅧS層は，鮮新統から中新統の堆積岩・火山岩と対比されているが，第四紀の定義変

更前の文献であり，本層の一部が第四紀の地層に含まれる可能性があると考えられる。 

なお，海上保安庁水路部（1995）によれば，ⅥS層およびⅧS層は陸域の黒松内層に対比されてい

る。 

 

3.2.2 北海道電力（2015，2016a）での地層区分 

北海道電力（2015，2016a）では，海域の地質を上位からⅠ層，Ⅱ層，Ⅲ層，Ⅳ層，Ⅴ層，Ⅵ層お

よびⅦ層に，貫入岩をⅧ層に区分されており，第四紀の地層であるⅠ～Ⅴ層について，以下のよう

に記載されている。 

・ Ⅰ層：本層は泥及び砂を主体とする未固結の堆積物と推定される。本層は最終氷期以降に堆

積した第四系完新統と判断される。 

 
4 原典である海上保安庁水路部（1995）では，中部中新統と記載されているが，同文献での上位および下位層の年代や層序

区分表を踏まえると中部更新統と考えられるため，本説明書では中部更新統と記載している。 
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・ Ⅱ層：本層は泥，砂及びその互層を主体とする未固結または半固結の堆積物と推定される。

本層は第四系上部更新統と判断される。 

・ Ⅲ層：本層は泥，砂及びその互層を主体とする半固結の堆積物と推定される。本層は第四系

下部～中部更新統と判断される。 

・ Ⅳ層：本層は半固結または固結した泥岩，砂岩等を含む堆積岩と推定され，雷電岬付近では

火山岩類と推定される。本層は下部更新統と判断される。 

・ Ⅴ層：本層は半固結または固結した泥岩，砂岩等を含む堆積岩又は火山岩類と推定される。

本層は新第三系鮮新統～第四系下部更新統と判断される。 

なお，北海道電力（2016a）によれば，「Ⅳ層は第四系下部更新統の野塚層（下部層相当）に対比

される。」，「野塚層（下部層相当）は瀬棚層の下部に対比される。」とされている。また，北海道電

力（2015）によれば，「Ⅴ層は陸域の黒松内層，余別層及び永豊層に相当し，新第三系鮮新統～第四

系下部更新統と判断される。」とされている。 

 

3.2.3 岡村・佐藤（2023）での地層区分 

岡村・佐藤（2023）では，海域の地質を上位から堆積層を D 層，Q 層，P2 層，P1 層，M 層に，

火山岩類を Vp 層，Vm 層に，最下位層を音響基盤（Bs 層）に区分されており，第四紀の地層であ

るQ 層，P2層について，以下のように記載されている。ただし，D層，Vp 層は文献調査対象地区

には分布しないとされているため省略する。 

・ Q 層：砂，泥。Q層は石狩湾海底地質図（岡村，2008）の第四系石狩湾層群に相当。 

・ P2層：砂岩，泥岩。上部鮮新統と推定。 

なお，岡村（2008）によれば，石狩湾層群（原典では，石狩沖層群）はデルタ性の堆積物であり，

第四系であるとされている。  
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図 3.2-1 文献調査対象地区および周辺海域海底地質図 

説明書「地形，地質・地質構造」に示す寿都町周辺海域海底地質図に基づき図示範囲などを編集。地質図は北

海道電力（2015）を参照して作成。海岸線は「国土数値情報（海岸線データ）」（国土交通省）に，赤線で示す

寿都町行政界は「国土数値情報（行政区域データ）」（国土交通省）に基づく。海域の等深線図は，日本水路協

会発行M7000 シリーズを使用（（一財）日本水路協会承認第 2021006 号）。  
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表 3.2-1 文献調査対象地区および周辺海域における第四紀の地質層序対比表 

説明書「地形，地質・地質構造」に示す寿都町周辺海域層序対比表のうち，新第三紀後期鮮新世以降の範囲

を一部抜粋して編集。地質年代の数値は日本地質学会執行理事会（2023）に基づく。 

 
 

3.3 該当する地層の抽出 

本説明書で評価対象とする第四紀の未固結堆積物に該当する地層は，3.1 および 3.2 で整理した情

報を「文献調査段階の評価の考え方」の基準（イ）の未固結堆積物の定義に従って判断し，陸域は

瀬棚層，段丘堆積物および崖錐・地すべり堆積物，沖積堆積物とし，海域は海上保安庁水路部（1995）

によるⅠS～ⅤS層，北海道電力（2015，2016a）によるⅠ～Ⅳ層，岡村・佐藤（2023）によるQ 層と

する。  
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第4章 最終処分を行おうとする地層における分布の確認 
文献調査対象地区における第四紀の未固結堆積物の分布情報を記載した文献・データには，越谷・

丸井（2012），山岸ほか（1976），鈴木ほか（1981），山岸（1984），池谷・林（1982），岡村（1984），

広田ほか（1985），石田ほか（1991），北海道電力（2015）などがある。 

3.3 で抽出した第四紀の未固結堆積物に該当する地層の分布について，文献・データから抽出した

情報を以下に示す。 

 

4.1 地質図・地質データ 

4.1.1 第四紀の地層 

全国規模で整備された堆積物の年代と層厚に関する文献・データである越谷・丸井（2012）には，

文献調査対象地区の陸域と海域を含めた全域の堆積物の層厚モデルデータが示されている。越谷・

丸井（2012）で示された三次元モデルデータは，数値地質図とボーリングデータから地球統計学的

手法を用いて構築されたものであり，鹿野ほか編（1991）の地質時代区分に基づいて地層を区分し

ている。なお，地下水盆以外の箇所（例えば，山地や火山地）では，モデルが存在するものの信頼

性は低いとされている。 

越谷・丸井（2012）で示された約 1 km メッシュあたりの地層境界面と層厚の三次元モデルデータ

に基づき作図した「文献調査対象地区における第四紀の地層の層厚」を図 4.1-1 に示す。ここで示

す第四紀の地層の層厚は，鹿野ほか編（1991）の地質時代区分で更新世以降（1.7 Ma 以降）の堆積

物と区分された地層の層厚の総和であり，「文献調査段階の評価の考え方」で示された基準（ア）の

みに該当するものであることに留意する。 

陸域では，弁慶岬付近で層厚 80 m 程度，月越山脈の東側山麓付近で層厚 60 m 程度の第四紀の地

層の分布が推定されている。海域では，弁慶岬の北方約 10 km沖合で層厚 250 m 程度の第四紀の地

層の分布が推定されている。  
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図 4.1-1 第四紀の地層の層厚 

第四紀の地層の層厚は越谷・丸井（2012）の三次元モデルデータを用いて作成。海岸線は「国土数値情報（海

岸線データ）」（国土交通省）に，寿都町行政界は「国土数値情報（行政区域データ）」（国土交通省）に基づく。 

 

4.1.2 瀬棚層 

瀬棚層は寿都半島基部および尻別川沿いに分布している。寿都半島基部に分布している瀬棚層の

層厚は，鈴木ほか（1981）によれば 160 m，岡村（1984）によれば黒松内町内で 300 mとされてい

る。 

尻別川沿いに分布しているものは，山岸ほか（1976）によれば，瀬棚層に相当する尻別川層の層

厚は 500 m以上（原典では 500 m+）とされているものの，寿都町と蘭越町の境界付近に東傾斜で分

布しており（図 4.1-2 参照），文献調査対象地区における層厚は不明である。また，池谷・林（1982）

によれば，層厚は約 300 m とされている。北海道電力（2015）では尻別川断層沿いで地表地質踏査

などを実施しており，尻別川河口付近では尻別川左岸側に尻別川層が東傾斜で分布し，右岸側に雷

電岬火山角礫岩層や鮎川層などからなる第四系が分布しているが，文献調査対象地区には瀬棚層に

相当する尻別川層は地表には分布しないとされている（図 4.1-3 参照）。  

寿都町 
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4.1.4 沖積堆積物 

沖積堆積物は，各河川沿いと寿都湾に面する海浜に分布している。広田ほか（1985）によれば，

朱太川の河口付近では海岸から数 km 奥まで 50～60 m の層厚で分布するとされている。 

 

4.2 ボーリングデータ 

文献調査対象地区におけるボーリングデータには，越谷・丸井（2012）の三次元モデルを構築す

る際に用いられているデータ，国土地盤情報検索サイト「KuniJiban」，強震観測網（K-NET）観測点

および北海道電力（2015，2016b）がある。 

このうち，最終処分を行おうとする地層である地下 300 m 以深まで達しているボーリングは，越

谷・丸井（2012）に用いられているデータである藤本ほか編（2004）に掲載の寿都町泉源（朱太温

泉）のボーリングのみである。ボーリング位置を図 4.2-1 に示す。 

掘削深度は 1,101 m で，地表から 53 m までは粘土・細砂・砂礫からなっており，第四紀の未固結

堆積物に該当する沖積堆積物，段丘堆積物および崖錐・地すべり堆積物と考えられる。それ以深は

変質安山岩・火山角礫岩からなる岩盤となっている（表 4.2-1 参照）。なお，上述のボーリングデー

タには，地下 300 m 以深を含め岩盤強度についての定量的な情報は記載されていない。 

 

 

図 4.2-1 地下 300 m以深まで達しているボーリング位置図 

赤丸で示すボーリング位置は高見ほか（2008）に基づき作成。海岸線は「国土数値情報（海岸線データ）」（国

土交通省）に，寿都町行政界は「国土数値情報（行政区域データ）」（国土交通省）に基づく。 

寿都町 
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表 4.2-1 地下 300 m以深まで達しているボーリング情報 

坑井名 坑井深度 (m) 岩盤より上の地質 左記の下限深度 (m) 

寿都町泉源（朱太温泉） 1,101※ 粘土・細砂・砂礫※ 53※ 

※ 藤本ほか編（2004） 
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4.3 物理探査データ 

4.3.1 陸域 

文献調査対象地区の陸域における物理探査データには，北海道電力（2015）がある。 

北海道電力（2015）は朱太川河口と尻別川河口で反射法地震探査を実施している。反射法地震探

査測線位置を図 4.3-1 に示す。 

朱太川河口部では，北海道電力（2015）によれば，朱太川河口を横断する東西約 7 km の区間で反

射法地震探査を実施し，沖積層および瀬棚層がほぼ水平に堆積しているとしており，本調査での判

読によると，第四紀の未固結堆積物に該当する地層である瀬棚層の下面は最大で地下 220 m程度の

位置に認められる。 

また，尻別川河口部では，北海道電力（2015）によれば，尻別川河口を横断する約 1.6 km の区間

で実施し，尻別川層（本説明書では瀬棚層に含む）は尻別川に向かって東傾斜しているとしており，

本調査での判読によると，第四紀の未固結堆積物に該当する地層の分布は文献調査対象地区では認

められない。 

 

 

図 4.3-1 反射法地震探査で確認された第四紀の未固結堆積物に該当する地層の最大分布厚 

青線で示す反射法地震探査測線位置は北海道電力（2015）に基づき作成。海岸線は「国土数値情報（海岸線デ

ータ）」（国土交通省）に，寿都町行政界は「国土数値情報（行政区域データ）」（国土交通省）に基づく。

寿都町 
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4.3.2 海域 

文献調査対象地区の海域における物理探査データには海上保安庁水路部（1995）および北海道電

力（2013，2015）があり，海域で海上音波探査を実施している。また，岡村・佐藤（2023）では，

過去に実施された海上音波探査記録に基づいて海底地質図を作成している。 

海上音波探査による第四紀の未固結堆積物に該当する地層の分布状況を図 4.3-2 に示す。 

 

（1）海上保安庁水路部（1995）の海上音波探査データおよび海底地質図 

海上保安庁水路部（1995）は，文献調査対象地区において海上音波探査を実施し，音波探査記録

の解析により地層を区分した断面図を作成している。寿都町の前面海域における各測線および断面

での第四紀の未固結堆積物に該当する地層の分布状況について，本調査で判読した内容を以下に記

載する。 

・ A - A’測線では，Ⅴs層の下面が確認できない。 

・ D - D’測線では，Ⅴs層の下面が最大で海底下 100 m 程度の位置に認められる。Ⅴs層の下面

が寿都湾奥部で確認できない。 

・ E - E ’測線および I - I ’測線では，Ⅴs層の下面が一部で確認できない。 

・ F - F ’測線では，Ⅴs層の下面が最大で海底下 30 m 程度の位置に認められる。 

・ C - D 断面では，Ⅴs層の下面が最大で海底下 150 m 程度の位置に認められる。 

・ G - H 断面では，Ⅴs層の下面が最大で海底下 200 m 程度の位置に認められる。 

（2）北海道電力（2013，2015）の海上音波探査データ 

北海道電力（2013，2015）は，文献調査対象地区において海上音波探査を実施し，音波探査記録

の解析により地層を区分した断面図を作成している。寿都町の前面海域における各測線での第四紀

の未固結堆積物に該当する地層の分布状況について，本調査で判読した内容を以下に記載する。 

・ 測線EW12W，測線EW11B，測線EW12Bおよび測線NS3W では，Ⅳ層の下面が寿都湾奥部

で確認できない。 

・ 測線EW4Aおよび測線 7では，Ⅰ層が海底面付近に認められる。 

・ 測線EW3AおよびNESW2A では，第四紀の未固結堆積物に該当する地層は認められない。 

・ 測線EW2Aでは，Ⅳ層の下面が最大で海底下 200 m 程度の位置に認められる。 

・ 測線NESW4W では，Ⅳ層の下面が最大で海底下 70 m 程度の位置に認められる。文献調査対

象地区の東側境界部付近ではⅣ層の下面が確認できない。 

・ 測線NESW5W では，Ⅳ層の下面が最大で海底下 130 m 程度の位置に認められる。文献調査

対象地区の東側境界部付近ではⅣ層の下面が確認できない。 

・ 測線NESW4.5Wでは，Ⅳ層の下面が文献調査対象地区の東側境界部付近で確認できない。 

・ 測線 aでは，Ⅳ層の下面が最大で海底下 240 m 程度の位置に認められる。 

（3）岡村・佐藤（2023）の海底地質図 

岡村・佐藤（2023）は，文献調査対象地区において過去に実施された海上音波探査記録（高分解

能音波探査断面データベース：GH95，GH96，GH99）の解析により地層を区分した断面図を作成し

ている。寿都町の前面海域における本調査での判読によると，Q - R 断面では第四紀の未固結堆積物

に該当する地層は認められない。 
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図 4.3-2 海上音波探査で確認された第四紀の未固結堆積物に該当する地層の分布状況 

海上音波探査測線および地質断面位置は海上保安庁水路部（1995），北海道電力（2013，2015），岡村・佐藤（2023）に基づき作成。本調査で判読した各測線・断

面における第四紀の未固結堆積物に該当する最大分布厚を示す。海岸線は「国土数値情報（海岸線データ）」（国土交通省）に，寿都町行政界は「国土数値情報（行

政区域データ）」（国土交通省）に基づく。 
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5.2 概要調査に向けた考え方 

概要調査段階以降の調査を実施する場合には，陸域の尻別川左岸における瀬棚層，海域の寿都湾

内および文献調査対象地区の東側境界部付近における第四紀の未固結堆積物の分布に留意する必要

がある。 

概要調査では，「第四紀の未固結堆積物」に関する検討は「坑道の掘削への支障」の要件に照らし

た調査・評価の中で扱う。概要調査では，「坑道の掘削への支障」がないように「最終処分を行おう

とする地層及びその周辺の地層」（以下，対象地層等という。）を選ぶことから，個別の地層や岩体

を対象地層等からの距離などに応じて詳細度を変えて調査・評価する。「第四紀の未固結堆積物」は

「最終処分を行おうとする地層」から除外する。 

概要調査においては，説明書「地形，地質・地質構造」にて取りまとめた地質図，推定地質断面

図などを踏まえ，地表踏査や物理探査等により地下の物性（岩盤の硬さを示す地震波が伝わる速さ

など）分布の概要を比較的広範囲で把握したうえで，着目する対象地層等においてボーリング調査

を実施し，岩相の分布の確認やボーリング孔を用いた原位置試験や岩石試料を用いた試験により，

岩盤の硬さなどを詳しく調べる。 

これまでに整備されている現地調査まで含めた調査・評価手法をまとめたものとして，トンネル

標準示方書[山岳工法編]・同解説（土木学会，2016），また既往の事例として瑞浪超深地層研究所お

よび幌延深地層研究センターにおける深地層研究成果，一般の大深度のトンネル建設事例などを参

照する。  
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